
 

 

 

 

 

 

 

 

11月行事予定 

日 曜 行     事 給食 

１ 金  ○ 

２ 土  ― 

３ 日 文化の日 ― 

４ 月 振替休日 ― 

５ 火 児童生徒をまもり育てる日 ○ 

６ 水 校内研修 ○ 

７ 木  ○ 

８ 金  ○ 

９ 土 科学の祭典（スポセン） ― 

１０ 日  ― 

１１ 月 ＡＬＴ訪問                        ★ ○ 

１２ 火  ○ 

１３ 水  ○ 

１４ 木  ○ 

１５ 金  ○ 

１６ 土  ― 

１７ 日  ― 

１８ 月 色彩教育講座⑤⑥                 ○ 

１９ 火 水曜校時 職員会                  ○ 

２０ 水  ○ 

２１ 木 えひめいじめＳＴＯＰ！ デイ plus ○ 

２２ 金 市内音楽発表会（ゆめみかん） ○ 

２３ 土 勤労感謝の日 ― 

２４ 日 創立150周年記念式典 ― 

２５ 月 繰替休業 ― 

２６ 火  ○ 

２７ 水  ○ 

２８ 木  ○ 

２９ 金 市教育美術展（～12/8） ○ 

３０ 土 学芸会 9:00 ― 

【１2月の主な行事等】  

・ 小中合同学習発表会（７日） 

・ 繰替休業（９日） ※ 学芸会実施分 

  ◎ 個人懇談（1７日） ※ 年間計画から変更 

・ ・ シェイクアウトえひめ（１７日） 

  ・ ドローン体験（２３日） 

・ ２学期終業式 お楽しみ子ども会（２５日） 

 

・ 現段階での予定ですので変更の可能性があります。御了

承ください。 

 

【
【双岩小ホームページ URL】 

https://futaiwa-e.esnet.ed.

jp 

令和６年１1月号 

 本物を見て、本物に触れ、本物を感じる 

～修学旅行～ 

 ６年生は、９月25日～27日の三日間、中国・九州地方
へ修学旅行に行ってきました。学校外で、ふだんとは違
う場所で、家族と離れて過ごす三日間。子どもたちにと
って、本物を見て、本物に触れ、本物を感じる貴重な経
験の場となりました。 
 ６年生は、１学期の末から、総合的な学習の時間で平
和学習を行いました。自分の決めたテーマを追求する調
べ学習を行い、まとめたことを互いに発表し合いました。
太平洋戦争の始まりや原爆による被害、戦時中の暮らし、
原爆ドームや佐々木禎子さんについて、そして戦争によ

って何が変わったのか……。調べ学習を通して、戦争の
恐ろしさについて理解を深めました。実際に広島の平和
公園を訪れたとき、調べ学習で何度も目にしてきた原爆
ドームを見上げる目、原爆の子の像や焼けた三輪車を見
つけたときの表情は、教室では見られなかったもので、
新たな感情がわき上がっているように見えました。本物
に触れる価値を感じた瞬間でした。現地での平和を祈る
集会では、千羽鶴の奉納も行いました。この千羽鶴は、
６年生だけでなく、下級生や先生方、そして公民館から
届いた、地域のみなさんの平和を願う思いも詰まったも
のでした。こうやってみんなで修学旅行に来られている
ことに幸せを感じながら、この先の平和を願いました。 
 もう一つ、子どもたちの生き生きとした表情が見られ
た場所、それはＰayＰayドームです。この日はホークス
対ライオンズの試合。球場や試合の様子は、テレビでは

何度も目にしていると思いますが、実際に足を踏み入れ
ることで、球場の広さや生の迫力、臨場感に子どもたち
は圧倒されたようでした。野球に興味のなかった子や、
野球のルールがよく分からない子たちも、応援団の声援
に合わせて楽しそうに盛り上がっています。スクリーン
に「ようこそ双岩小学校」と映し出された時には、みん
なで大歓声をあげました。７回裏には応援歌を歌い、風
船を飛ばしました。一面が黄色く染まり、その風船を見
上げる目はとても輝いていました。ちなみに、この日の
観客動員数は３３３３３人（ホークスはすでに優勝を決
めていたからか、少なめだったそう）ということで、話
題になっていたようでした。 
修学旅行を終え、振り返り活動を行いました。思い出

に残ったこと、勉強になったこと、一人一人興味・関心
はそれぞれで、反省点などもあげられました。その中で

印象的だったのは、ホテルで過ごした思い出についてで
す。非日常の中で、いつものメンバーと一緒に過ごすこ
とに大きな喜びを感じたようです。私もその一人です。
消灯時刻を過ぎ、夜中子どもたちの様子を見回りに行く
と、みんなすでに寝息を立てています。一人一人の寝顔
が何とも愛おしく、この子たちを立派に卒業させるまで、
全力で頑張らなくてはと思った瞬間でした。 
この三日間を通して、子どもたちはそれぞれの場所で

本物に触れて見聞を広げました。知識は、本や資料、映
像からでもたくさん得られますが、本物に触れて得る感
動はとても貴重なものです。また、集団行動の大切さに
ついても学ぶことができました。この旅で経験したこと
をこれからの生活に生かし、さらに心豊かな毎日を送っ
てほしいと思います。     

（文責：尾上 佐衣子） 

 

★ ＩＣＴ支援員来校日 
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